
 

（様式第 11 号）（第 14 条関係） 

   年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 
 

 

 

                          

                          

                          

                          

                          

                               

                          

                               

                               【軽井沢中学での授業】 

 

 

                              【目標・ねらい】 

● 住民の環境意識の向上                      

● 自然エネルギー由来の 

電力への切替            

       

               

  

 

 

                                                             

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 一人一人の電気を通じたグリーンなまちづくり 
団体名 

（連絡先） 
軽井沢ハルニレ・グリーン・クラブ 
 

総事業費        0 円（うち補助金：       0 円） 

自己評価（目標達成率）【B】 

① 軽井沢中学での脱炭素社会、環境貢献、地域活性

化などの「エネ育」文脈での総合社会講義の実施。 
 
② 電力共同購買オークションの仕組みを通じた、軽井

沢町の各種施設の自然エネルギー由来の電力への

切替、及びそれを題材にした小中学校での「エネ育」

での活用に向けた準備 

① コロナ対策の関係で、総合社会の授業での講演は 1
回に留まったが、生徒の関心も高く、世の中の流れ

の裏にある背景も含めて理解でき、環境意識を持つ

きっかけとなったとのフィードバック有り、一定の

事業効果はあったと考えている。 
② 共同オークションの仕組みを通じた、住民主導での

自然エネ由来の電力への切替については、昨地域振

興局の元気づくり支援金の活用に切り替えて取組

を進めた為、実施せず。一方で、軽井沢町の小中学

校等の施設の電力をオークションの仕組みを活用

し、自然エネ由来の電力への切替を行うべく、軽井

沢町と連携し準備を進めた（市況の悪化もあり、実

施は来年度になる見込み）。                        
                          
                          
                                           
                                           
                                                
                                           
                          
                          

 
市況が改善した段階で、共同オークションの仕組みを活用し、軽井沢町の小中学校等の施設の 

自然エネ由来の電力への切替を行う。 
また、そうした取組を学校の授業で取り上げ、実例に基づいた環境の学びを行う。 

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 

 


